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論文内容要旨（甲）
Is fat content of human milk decreased by infusion? 














母乳 15検体，冷凍解凍母乳 10検体の母乳中脂肪濃度を， HumanMilk 
Analyzer(Miris社）を用いて注入前後で測定した．冷凍母乳は流水解凍し
た後に測定を行った．比較のため人工乳6検体の脂肪濃度を注入前後で測
定した．次に，同意が得られた 5人の母親から提供された冷凍解凍母乳
160検体を， PVCフリーおよびDEHPフリーの2種類のカテーテノレについて
3～6Frの4種類の太さのものを用い， 30分または60分間で注入し，それ
ぞれ 10検体ずつ測定した．脂肪濃度の変化の評価には，低下率（注入後／
注入前の脂肪濃度比）を用いた．統計は，ワイノレコクソン符号付き順位和
検定，クラスカルワーリス検定，マンホイットニー検定，ボンフエローニ
法を用いた．［結果］冷蔵母乳（－5%,p値＝O.006），冷凍母乳（一19%,p 
値＝O.004）ともに注入後で明らかに母乳中脂肪濃度の低下を認めた．一方
で人工乳は脂肪濃度の低下は認めなかった（p値＝O.966）.冷蔵に比べ冷
凍解凍母乳の方が大きく脂肪濃度の低下を認めた原因は，冷凍する過程で
脂肪球が変形し，カテーテル付着に差が出た可能性が考えられた．次に，
冷凍母乳の脂肪濃度低下率については，栄養カテーテノレの材質，注入速度
の違いの間で有意差は認めず，太さとの相関関係もなかった．［結論】我々
が検索し得た中で，冷蔵母乳と冷凍解凍母乳の比較検討を行ったのは本研
究が最初の報告である．今回の検討により，どのような条件下でも注入後
に母乳中脂肪濃度の低下がみられるが，冷蔵に比べ冷凍解凍母乳で低下率
が大きかった．冷凍解凍母乳を使用する際には脂肪供給のロスを考慮し，
栄養計画を立てていく必要がある．
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